
Ⅰ．はじめに

　福岡県瀬高町上長田の老松神社には，推定樹齢４００年（－１００～

＋５０年）のイチョウ巨木が生育している。老松神社は，約４００年

前に創建され，その際に御神木としてこのイチョウが植栽された

と伝えられている（1）。

　このイチョウは，根元は１本であるが，胸高位置では７本の幹

からなる多幹性を示している（図－１）。樹高は２５．０m，根元付

近の幹周りは１１．６m，枝張りは東西２４．０m，南北２８．５mである。

最も太い幹の幹周りは約５mである。胸高（１．３m）位置（図－

１（A））では，７本の幹が独立しているが，地際（図－１（B））

では各幹が癒合しており，外見上は１本となっている。

　多幹性イチョウの成立過程としては，（１）元々１個体であっ

たものが，枝もしくは幹の分岐を繰り返し，多幹となった，（２）

群状に植栽された複数の個体が，幹の肥大成長とともに癒合し，

外見上１個体となった，等のことが考えられる。そこで，DNA分

析の一つであるRAPD（random amplified polymorphic DNA）法

（3）を用いて，この巨木を構成している７本の幹のクローン分

析を行い，その成立を推測した。

Ⅱ．材料と方法

　供試材料として，巨木を構成している７本の幹に着生した葉

（No．１～７）を採取した（図－１（A））。また，対照として，九

州大学箱崎キャンパス内の１個体（No．８）と福岡市東区内の街

路樹の２個体（No．９，１０）からも葉を採取した。

　葉からの全DNA単離は，改良CTAB法（2）を用いて行い，

MagneSil（Promega）で精製して，PCRの鋳型DNAとした。PCR

溶液組成（１０μl）は，２．０mM　MgCl２，０．２mM各 dNTP，１．５

μMプライマー，０．２５U PLATINUM Taq DNA Polymerase

（Invitrogen），１× PCR Buffer，１０ng　鋳型DNAである。PCR

条件は，はじめに９４℃・６０秒の変性後，変性９４℃・３０秒間，ア

ニーリング５０℃・３０秒間，伸長７２℃・６０秒間を１サイクルとして，

これを４０回繰り返し，最後に７２℃・１２０秒間の伸長を行った。PCR

産物をアガロースゲルで電気泳動した。

　RAPD分析に用いたプライマーは，Operon 社の OPD－０２ （５’

－GGACCCAACC－３’），OPD－１８ （５’－GAGAGCCAAC－３’），

OPE－２０ （５’－AACGGTGACC－３’），OPS－１１ （５’－AGTCG-

GGTGG－３’），OPY－１６ （５’－GGGCCAATGT－３’）の５種類

のプライマー塩基配列の３' 端に３塩基を付加した１３mer のプラ

イマー（１９２種類）を使用した。

Ⅲ．結果と考察

　個体もしくはクローン識別には様々なDNA分析法が用いられ

ているが，今回はRAPD法を使用した。まず，イチョウ巨木の

１サンプル（No．１）と対照の３サンプル（No．８～１０）の計４サ

ンプルを用い，１９２種類のプライマーの中から，今回のクローン

分析に有効なプライマーのスクリーニング（予備分析）を行った。

１９２プライマーの大多数において，今回供試した４個体間で変異

が認められなかった。この原因としては，（１）過去に受けたビ

ン首効果によりイチョウ全体の遺伝的多様性が消失している，
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（２）中国を自生地とするイチョウが我が国に導入された際の種

子源が限られていた，などが考えられる。

　予備分析で得られた泳動像を基に，変異性を有しかつバンドが

鮮明である１６プライマーを選んだ。これらのクローン分析に有用

と評価された１６プライマーを用いて，全サンプル（No．１～１０）

のRAPD分析を行った。

　その結果の一部を，図－２に示した。各泳動像の両端のレーン

（M）はサイズスタンダード（New　England　Biolabs，　１００　

bp　DNA　Ladder）である。中央の１０レーンは，左側の７レー

ン（１～７）が巨木の７サンプル（No．１～７）であり，図－１

（A）のサンプル番号に対応している。右側の３レーン（８～１０）

は，イチョウの変異性を評価するために使用した対照３個体

（No．８～１０）である。

　対照として使用した３個体では，個体間でバンドパターンに違

いが認められたのに対し，巨木イチョウの７サンプル間には，変

異が認められず，全サンプルが同一バンドパターンを示した。

　これらの結果から，イチョウ巨木から採取された７サンプルは

同一個体由来である可能性が高いと考えられる。よって，老松神

社のイチョウ巨木は，別々に植栽された複数の個体が成長過程で

癒合してできた合体木の可能性は低く，１個体が分岐して多幹に

なったものと思われる。
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図－１．胸高位置（A）および根元付近（B）の断面模式図
（小河・猪上 2002）

図－２．イチョウ巨木のRAPD分析の結果

（２００３年１１月１０日　受付；２００４年１月５日　受理）


